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特記事項

定員数　　8　名

当法人・施設は、岡山県の中央部に位置
する吉備高原都市にあって、地域の高い
理解のもとで福祉サービスを展開するこ
とができている。その中でもJKAの補助
事業を受けて開設した「アンサンブル」は
地域生活の中心となる建築物であるとい
える。グループホームが地域生活のゴー
ルでは無く、単身生活や結婚までに至る
までの訓練の場としての役割を有してい
るとすれば極めて有効な施設であると感
じている。
本グループホームは、個室アパート形式
であり生活の環境としては極めて自由
度、快適度共に高い生活スタイルである
といえる。このような環境での生活は、実
際の単身アパート生活の模擬的な生活
でもあり現在利用している入居者が、民
間のアパートを借用し地域生活に移行で
きるようにこのグループホームを活用して
いきたい。
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・住み心地は良いと感じている。自分の落ち着ける空間ができて良かったと思う。綺麗なホームなので維持できるよう
  に片づけをしたいと思う。時に隣室の声がうるさいと感じる時がある。生活設備の取り扱いが難しいものがある。
・将来の単身生活をイメージできるアパート形式の生活スタイルの中で対人関係を形成するために課題のある方、
　プライバシーを確保できるという面で大きなメリットのあるホームであるといえる。モニターを設備していることは、
　訪問者を確認するという側面から防犯上の問題もクリアされていると思われる。個々の設備に関しては、十分に
　活かしきれていない入居者もいるが、その部分は共有空間である食堂で「食す」「過ごす」ができておりバランス
　の良く、居心地の良い建築物であるといえる。

http://ringring-keirin.jp/shinsei/document/list/koueki/h24/pdf/24-2-024.pdf

社会福祉法人　吉備の里

障害者グループホーム

地域生活ホーム「アンサンブル」

岡山県加賀郡吉備中央町上野２４７０－６

従来の吉備の里の支援するグループホームは、地域の中にある既存の家屋を賃借契約することにより利用していた
が、今ホームは、法人初の自己資産で建築したグループホームであることと、アパート形式にしたためプライバシー保
護の面でも入居者にとっては住みよい空間を確保したグループホームであるといえる。
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